
　名曲「千の風になって」ゆかりのまちのシンボルとなる「千の風モニュメント」が西条図書館の中央緑地に完

成し、その除幕式が盛大に開催されました。式典には、歌の生みの親である新井満さんと、モニュメントのデザ

イナーである土屋茂昭さん（舞台美術家、元劇団四季舞台美術部長）をはじめ、当市と同じゆかりのまちである

北海道七飯町、新潟市のほか、「千の風になったあなたへ贈る手紙」の投函者やモニュメント製作の支援者の方

々など、シンボルの誕生を祝して市内外から数多くの皆さんにご参加をいただきました。

　出席した皆さんは、アクアトピア水系周辺の美しい風景と自然に調和したモニュメントの姿に見入っていまし

た。西条市の新たなまちのシンボルの一つとして、多くの人から末永く愛されることを願っています。

３／21　「千の風になって」ゆかりのまちのシンボルが誕生！　千の風モニュメント

３／21　ＪＲ四国との連携で千の風まちづくり

　ＪＩＣＡの一員として活動する佐伯拓也さん（写真

左）と松木昭二さん（写真右）が市長を表敬訪問。佐伯

さんは青年海外協力隊でタンザニアの中学校での任期を

終えて帰国。松木さんはシニア海外ボランティアで経営

管理の講師として今後２年間パラグアイで活動されます。

　ＪＲ伊予西条駅の列車到着を知らせるメロディが、

名曲「千の風になって」になりました。これは当市と

ＪＲ四国が昨年７月に締結した連携協定の一環として

実現したもので、オルゴール調に編曲されたメロディ

が、列車を待つ利用者にやさしく奏でられています。

３／20　国際社会で活躍　ＪＩＣＡの活動
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　西条石鎚ライオンズクラブ創立25周年、和歌山県海南市の下津ライオンズクラブ創立50周年、そして四国鉄道

文化館南館のオープンを記念して、両クラブから四国鉄道文化館南館に屋外用の掛け時計が寄贈されました。

　寄贈式典当日はミニＳＬ乗車会も開催され、真新しい大きな掛け時計の下を、大勢の家族連れや子どもたちが

小さな蒸気機関車や新幹線などに乗って楽しく走行しました。

　ＪＲ壬生川駅に東西自由通路「ぽんぽこ橋」と駅西広場が完成し、開通式が行われました。式典では市長をは

じめ、来賓によるテープカットが行われ、駆けつけた地域の方々とともに完成を祝いました。

　開通式の翌日には、東予ロータリークラブから駅西広場に時計塔モニュメントを寄贈いただき、贈呈式が行わ

れました。時計塔モニュメントは市民の新たなシンボルとして活用されることになります。

３／22　大きな「掛け時計」の下でミニＳＬ乗車会　四国鉄道文化館

３／26　祝！　壬生川駅自由通路東西線「ぽんぽこ橋」開通・「壬生川駅西広場」開園

４／５　自助・共助の力で災害犠牲者ゼロを！ ３／22　地酒でほろ酔い！酒蔵巡りバスツアー

　「災害から生き延びた命が助かる方法を知り、皆が

実際に体験する」ことを目標に、飯岡地区の戻川自主

防災会・戻川自治会が防災訓練を実施。参集訓練や防

災マップづくり、女性防災士による応急処置実演など、

三世代交流も兼ねながら訓練に取り組んでいました。

　「最上の西条」をＰＲする番組制作に連動した、西

条の銘酒に出会うバスツアーを実施。市内外から集

まった参加者は、武田酒造、成龍酒造の各銘柄と西条

発麦焼酎「周蔵」を試飲し、ほっこりと満喫。今後も

さまざまな企画を通して西条を発信します。
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